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一般社団法人more trees 

水谷 伸吉 

熱帯雨林の保全につながる企業のCSR活動事例 

～フィリピンの森林カーボンプロジェクトより～ 



モア･トゥリーズとは？ 
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音楽家の坂本龍一が中心となり細野晴臣、高橋幸宏、中沢新一、桑原茂一の5名の発起人および各界から100名以上の賛

同人を得て、2007年7月に設立された森林保全団体です。国内外での森づくりによるカーボンオフセットのほか、保水力や生

物多様性など森の持つ機能の回復を目指しています。 

 

団体名 一般社団法人more trees 

事業内容・国内外での森林整備、植林、森林保全 

      ・森林に由来するカーボンオフセットサービスの提供 

      ・間伐材アイテムの企画・加工・販売 

      ・森林に関連する事業全般 

所在地 〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷1-9-11-103 

設立   2007年7月19日 

決算期  3月 

理事 坂本龍一（代表） 

    池田正昭（副代表） 

    見城徹 

    小黒一三 

    石橋直樹 

    市川義夫 

監事 山崎卓也 

事務局長 水谷伸吉 

 

 



more treesの森づくり  

Copyright © 2013 more trees .  All Right Reserved 
3 

 

 

国内ではすべて間伐、海外では植林を展開しています。 

基本的に、各地からは森林由来のクレジット（国内ではJ-VER（Jクレジット）、海外ではVCS）を創出しています。 
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more treesの活動   ～ キーワードは「森と都市をつなぐ」 ～ 
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カーボンオフセットの推進 
空気のつながり 

都市部で排出されるCO2を、森が吸収すること

で実現される「カーボンオフセットを推進して

います。 

森がもつさまざまな恵みのうち、これまで評価

されていなかった「CO2を吸収し、酸素を供給

する」という機能が適切に評価され、森に正当

な対価が支払われる仕組みづくりを目指してい

ます。 

offset 

（相殺） 

国産材の利用拡大 
モノのつながり 

森林整備（間伐）の推進と同時に、国産材の利

用拡大にも推進しています。デザイナーや地域

の製材・木工業者と連携したモノづくりをし、

都市部の百貨店やインテリアショップに販路を

開拓しています。また、木製品以外にも、木の

精油を使ったコスメなどにも取り組んでいます。 

 より多くの人が、木のぬくもりを感じられる

ようなライフスタイルを提案しています。 

グリーンツーリズムの普及 
ヒトのつながり 

私たちmore treesが掲げているキーワードは 

「都市と森をつなぐ」。究極のつながりは、実

際に森を訪れ、五感で感じることだと思います。

人と人とのつながりが持てるきっかけを増やす

ことも我々のチャレンジの一つです。 

ツーリズムを通じて、林業だけでなく観光業や

サービス業も付加した地域活性も目指していま

す。 

 



project_004 フィリピン・キリノ州  
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プロジェクトNo. 004 

プロジェクト 
正式名称 

Forest Carbon Project in Quirino 
Province,Sierra Madre Biodiversity 

Corridor, Luzon, Philippines 

対象地 フィリピン共和国キリノ州 

プロジェクト期間 2007年～ 

緯度経度 
16°22’21.00”N  
121°44’24.00”E 

地区 Maddela 他 

施業内容 再植林/アグロフォレストリー 

施業主体 
PEDAI, PO(people organization), 
CI(Conservation International)他 

主な樹種 
Narra, Molave, Dao, Kalantas, 
Pomelo, Citrus, Rambutan 他 

マニラ 

キリノ州 



本プロジェクトのポイント 
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● フィリピンの森林被覆は1900年代初頭に70％だったが、特に1970～80年代に大幅な   

   森林減少を記録し、2005年には24％にまで減少 

 
● プロジェクト地は、「シエラマドレ生物多様性コリドー（SMBC）」として生物多様性の 

  重点保全地域に指定 

 

● この地域一帯には、フィリピンに生息する生物種の45％が生息するといわれている 

 
● 再植林 155ha ／ アグロフォレストリー 22ha 

     → 森林の再生とともに、コミュニティ支援にも配慮 

 
● 2011年に、日本初の CCB（ゴールド）とVCSのダブル認証獲得 
   （クレジット化は2014年以降） 
 
● 現地の農家組織への能力向上支援や現地の生計支援の達成を目指す 
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http://www.youtube.com/watch?v=ZC2IrfeBabk 

http://www.youtube.com/watch?v=ZC2IrfeBabk
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企業の活動事例① 

WEB約款による寄付 

（あいおいニッセイ同和損保 様） 



Web約款による寄付 
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●冊子の保険約款を、Webに切り替えるこ

とでコスト削減 

1件あたり5円が寄付に回り、そのうちの4

円が本プロジェクトへ。 

（1円は被災地の木造仮設住宅プロジェクトに寄付） 

 

●新規のWeb約款契約数は、 

 およそ20～25万件／月 程度。 

 

⇒本業における契約数に連動している 

⇒コスト削減分がCSRの原資になっている 



専用サイトによる「見える化」と「参加者意識」 
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Web約款契約数に応じた寄付額から、貢献できた森林面積（推計値）を算出し、数字とビジュ

アルによる「見える化」を目指している。 

これによって、一般の顧客（契約者）と参加者意識や達成感を共有できる場が存在する。 
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企業の活動事例② 

グッズの機内販売による売り上げ寄付 

（全日本空輸 様） 



ANA FLY ECO 2020 
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●オリジナルパズル（国産材：1セット2,000円）を国際線

の機内で販売し、売り上げの一部が本プロジェクトを通じ

たカーボンオフセットに。 

●1セット購入毎に、395kgのカーボンオフセットが実現 

●成田～バンコク（一人片道）のフライト分に相当 

●トータルで約165トン 

●クレジット（VCU）は発行され次第、調達・無効化 

●ちなみに国内ではピンバッジを販売し、その売り上げは

岩手県住田町のJ-VERを活用（約348トン） 

国際線：オリジナルパズル 国内線：オリジナルピンバッジ 



考察 
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●共通点は、CO2削減やクレジットの売却を前面に出しているわけではなく、 

  まずは森林保全の意義と効果を表現している点 

   ⇒カーボンオフセットやCO2削減というトピックは、消費者には伝わりづらい？ 

      ー 震災以降、その傾向は強まっている？ 

      ー 第2約束期間に日本国が不参加であることも影響？ 

 

●ボランタリーな世界において、 CO2のトン数（クレジット量）は、 

 あくまで森林への貢献度を定量化するうえでの一つの手法（切り口）である 

 

●原資の捻出方法については、自社の利益を切り崩して拠出するのではなく、 

  コスト削減や顧客参加型などの工夫がある 

 

●流れはCSRからCSV（共有価値の創造）へ？ 
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